

















































Happe， Ronald and Plomin (2006)は、自閉症は 3つ組(対人的相互反応における
質的な障害、意志伝達の質的な障害行動、興味および活動の限定・反復的で常同的な
様式)の障害を有することが診断の基準となっているものの、それらを 1つの要因か
ら解釈し、包括的な説明を行うことは難しいことを示唆している。 Happeet al. (2006) 
のような自閉症の捉え方は、高機能自閉症者における対人的相互交渉の困難を捉える

























対象者は、鈴木ら (2013)で扱った事例と同じ、高機能自閉症者 Xとした o 11歳 5








観察終了後、対人的相互交渉の内容を中心に筆記録した D ビデオや ICレコーダ一














第 I期:他者への乱暴な行為が目立つ時期 第E期:他者との探め事の減少・一緒に遊ぶ機 第皿期:他者との関係不調を頻繁に訴える時期会が増えた時期
(幼稚園から小学校低学年) (小学校低学年から小学校中学年) (小学校高学年から中学校入学後)
学校 -乱暴な行為(叩く・噛みつく)が目立つ・理 -乱暴な行為の減少・理由を説明 -一方的に他者との関係不調を訴える・事実
(幼稚園) 由を説明しない -集団活動に参加する 関係を確認できない
-集団活動に参加できない -休み時間に級友と遊ぶようになる -保健室で過ごすことが増える
. 1人遊びが目立つ -休み時聞を一人で過ごすようになる























































本研究では、他者の行為を、 1)行為の内容、 2)行為者の心的状態、 3)行為の影響、
4)行為の内容・理由・影響の関係の 4つの観点から捉えることとした D そのため、そ
れぞれに対応するように、 1)Xが他者の行為の内容について言及した場面 (25場面)、
2) Xが他者(行為者)の心的状態について言及した場面 (15場面)、 3)Xが他者の行
為の影響について言及した場面 (16場面)、 4)Xが他者の行為の内容・理由・影響の
関係性について言及した場面 (6場面)を抽出した O その結果、他者の行為の理解に
関する場面は 62場面で、その内訳は 1)行為の内容 (25場面)、 2)行為者の心的状態
(15場面)、 3)行為の影響 (16場面)、 4)行為の内容・理由・影響の関係 (6場面)と
なった O





の理解に関する場面は 103場面で、その内訳は 1)行為の内容 (30場面)、 2)行為の








行為の内容 行為者の心 行為の影響 容・理由・ 行為の内容 行為の理由 行為の影響 容・理由・的状態
(25場面 (15場面 (16場面) 影響の関係 (30場面) (40場面) (28場面) 影響の関係
(6場面) (7場面)
対人的相互交渉の
経年変化 第 I期 6 O 2 O 12 5 O 
第E期 17 10 9 3 17 14 11 6 
第E期 2 5 5 3 12 14 12 
E 他者の行為に関する場面と対人的相互交渉の経年変化
第 I期:他者への乱暴な行為が目立つ時期





























































































































行為の影響 -被行為者の心的状態に言及 ????ゃ っ?
???????????????
????ゃ っ?





を行った理由を「他者が悪し1から J と答えることもあった (2場面)。
行為の影響 (5場面)では、他者からはの行為が)迷惑であることを伝えられでも
















































































































































1つ目は、 I期から E期において、 3つの観点で様子の拡がりが見られたことであ









































































自己の行為への注目の弱さは先行研究で指摘されてきたものの (Jordan & Powell， 


































事実関係の確認が必要だったからである O しかしながら、 Xは「他者が悪しリという
一方的な主張を繰り返し、自己の行為と他者の反応の関係を結びつけることはなかっ











くべきであろう O 今後、 Xに認められた傾向が他の高機能自閉症者に確認されるもの
であるか検証する必要があるだろう O
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